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高齢化率の増加とともに死亡者数の増加も見込まれ

、政策的にも療養や看取りの場の検討がなされるよ

うになってきました。和良町は平成16年に合併した

郡上市東部の地域で、人口1654人高齢化率47％の山

間へき地です。高齢化率の進展とともに、若者の流

出もあり、住み慣れた地域でどう生活しどう死を迎

えるかは重要な課題です。スライドには和良町にお

ける死亡場所の経年的変化を、5年間を一群とした移

動平均として示しています。 

和良診療所での死亡は減少、その他の医療機関（多

くは周辺の２次、３次医療機関）及び施設での死亡

が増加しています。また、在宅死については、ここ1

0年間ではやや増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、地域住民の終末場所に関する意識調査を行い

、1997年度および2012年度の同様な調査と比較検討 

 

することを目的として本研究を行いました。 

対象は2017年12月31日現在、郡上市和良町に住む35

歳以上の住民男性602人、女性682人です。 

 

自身が望む終末を迎えたい場所、自身が望む、家族

に終末を迎えさせてあげたい場所を調査項目として

、自記式アンケートを各世帯に配布し回収しました

。加えて、この結果を1997年度および2012年度に行

った同様な調査と比較検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査における有効回答数は男性516人、回答率85.7

％、女性594人、回答率87.1％でした。各年齢層とも

おおむねかたよりなく回答していただけているよう

でした。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性における自身が望む終末を迎える場所を示しま

す。全体では自宅が68.3％、病院・診療所が20.2％

、施設が3.4％でした。40歳代から60歳代で病院・診

療所希望の割合が比較的に多い傾向にありました。 

1997年度、2012年度の調査と比較すると自宅希望者

が減少し、病院・診療所希望者が増加していました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性における自身が望む終末を迎える場所を示しま

す。 

全体では自宅が60.6％、病院・診療所が23.9％、施

設が8.1％で、自宅希望者は男性より少なくなってい

ました。また、男性同様、40歳代から60歳代で病院

・診療所希望の割合が比較的に多い傾向にあり、60

歳代では施設希望の割合が、男女のどの年代よりも

多く、16.3％ありました。 

1997年度、2012年度の調査と比較では、男性同様で

すが、施設希望もやや増加していました。 

 

 

 

 

 

男性における、家族に終末を迎えさせてあげたい場

所を示します。全体では自宅が67.9％、病院・診療

所が21.0％、施設が3.4％でした。自宅希望の割合は

自身の希望68.3％より、下回っていました。 

1997年度で40歳代の方は、今回の調査では60歳代と

いうことになり、自宅希望が28.6％と最も減少して

いました。また、2012年度の調査と比較すると、施

設希望が減少していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性における、家族に終末を迎えさせてあげたい場

所を示します。全体では自宅が65.1％、病院・診療

所が23.6％、施設が5.4％でした。自宅希望の割合は

、男性とは違い、自身の希望60.6％より、上回って

いました。1997年度、2012年度の調査と比較すると

、40歳代から60歳代で、病院・診療所希望が増加し

ていました。 

 

 

 

 

 

 



 

1997年度および2012年度との比較をまとめると、自

身に関しては高齢者を中心に自宅希望が多い、家族

に関しては、女性は自身より自宅希望が多い、とい

う傾向に変化は見られませんでしたが、全体に自宅

希望が減少し、医療機関希望が増加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした意識変化の影響要因として、2000年からの

介護保険導入により介護利用が一般的になってきた

こと、利用可能な医療機関や介護施設が身近に存在

するとともに特に施設利用が一般的になってきたこ

と、医療の進歩により治療の選択肢が増加し、医療

機関への依存性が増大したこと、交通アクセスの変

化、合併、若者の流出、逆に他市町村から嫁いでく

る人の存在などによる地域文化、地域の価値観の変

化、同居家族の減少などが影響しているのではない

かと考えました。 

終末を迎える場として自宅を希望する人は多いもの

の、以前よりは減少し、医療機関希望が増加してき

ていました。地域の住民の方々の期待に応えるため

に、それぞれの方の価値観に応じた対応ができるよ

う今後も取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


